












































る".5-;2 32の が 45*".5-;2 32と観測的に如何なる差異があるのかを調べ
る目的で、京都大学飛騨天文台で観測された約 の について ".5-;2845*".5-;2
に分類し、かつ 衛星の軟(線コロナの画像を用いてそれぞれに特徴的なコロナ活
動を解析研究しました。
その結果、フィラメントが ".5-;2である場合は、軟(線コロナでアーケイドと呼ば
れるループ集合体が出現するなど、大規模な変化が伴うが、45*".5-;2である場合は、
軟(線コロナは殆どないし全く変化を示さないことをつきとめました。また、".5-;2
な現象ではフィラメントの位置する領域の磁場の強さが大きな程、アーケイド形成に於い
て開放される単位時間 単位体積当たりの熱エネルギー開放量が大きく、それは噴出フィ
ラメントの速度に対し指数関数的に増加する結果も得ました。すなわち、軟(線画像と
 線像を解析することにより、フィラメントが噴出したかどうかの判別がある程度可能
となったのです。
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